
水戸医療センター 内科：キャリア形成プログラム（修学生医師向け）

特徴
１）当院の内科は循環器内科(2名)・消化器内科(3名)・呼吸器内科(4名)・血液内科(5名)・神経内科(4名)の5つの編成です（指導医数）。
  これらの指導医の中にはアレルギー専門医(2名)・腎臓専門医(1名)・リウマチ専門医(1名)資格保持者もいます。
２）専攻医の希望や状況について、個別に相談してそれぞれに合ったモデルコースを選択し、研修状況や希望に合わせ
  随時修正できるようにします。

研修例

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目

①標準コース
水戸医療センター 水戸医療センター／連携施設 サブスペシャル研修

大学院進学

②サブスペシャル領域直結コース
水戸医療センター／連携施設 サブスペシャル研修

③茨城県修学生(向け)・地域医療重視コース
水戸医療センター 水戸医療センター／連携施設 サブスペシャル研修 (筑波大プログラムなど※）

(義務年限終了）

内科専門研修研修病院群

※Ｓｕｂｓｐｅｃｉａｌｔｙ専門研修に関しては、整備基準が専門医機構から提示された後、研修内容・期間・病院群など詳細決定いたします。

B群病院群（医師不足地域外病院）

茨城県立中央病院、水戸協同病院、水戸済生会総合病院、水戸赤十字病院
志村大宮病院、水府病院、茨城東病院、ひたちなか総合病院
筑波大学附属病院

C群病院群（県外・海外病院） 東北大学病院、いわき病院

A群病院群（医師不足地域内中核病院）

臨床研修期間 内科専門研修期間 内科系Ｓｕｂｓｐｅｃｉａｌｔｙ専門研修期間※

臨床研修

基幹病院 水戸医療センター

臨床研修

臨床研修



＊標準コース

血液内科
(基幹施設)

神経内科
(基幹施設)

循環器・救急
(基幹施設)

呼吸器・アレル
ギー(基幹施設)

消化器
(基幹施設)

代謝内分泌
(連携施設)

膠原病
(連携施設)

腎臓
(連携施設)

選択科①
(連携施設)

選択科②
(基幹・連携施設)

選択科③
(基幹・連携施設)

選択科④
(基幹・連携施設)

☆標準的な３年間で全コースをもれなくローテーションし、最終的に専攻科を決める

＊サブスペシャル領域直結コース(消化器科専攻コース)

神経内科
(基幹施設)

血液内科
(基幹施設)

膠原病
(連携施設)

代謝内分泌
(連携施設)

腎臓
(連携施設)

循環器・救急
(基幹施設)

呼吸器
(基幹施設)

消化器
(基幹施設)

☆１診療科が２ケ月間の短期研修の場合、規定の症例数の経験ができないことを想定し、補充期間を
 設ける(当院12ケ月＋α、連携施設12ケ月＋α)

＊茨城県修学生(向き)・地域医療重視コース

血液内科
(基幹施設)

神経内科
(基幹施設)

循環器・救急
(基幹施設)

呼吸器・アレル
ギー(基幹施設)

消化器
(基幹施設)

腎臓
(連携施設)

代謝内分泌
(連携施設)

膠原病
(連携施設)

補充研修
(基幹・連携施設)

☆当院での研修が12ケ月、連携施設での研修が２４ケ月

内科専門研修研修病院群

B群病院群（医師不足地域外病院）

茨城県立中央病院、水戸協同病院、水戸済生会総合病院、
水戸赤十字病院、志村大宮病院、水府病院、茨城東病院、

筑波大学附属病院

１年次

２年次

３年次

１年次

地域(連携施設・特別連携施設)

A群病院群（医師不足地域内中核病院）

１年次

２年次

３年次

C群病院群（県外・海外病院） 東北大学病院、いわき病院

ひたちなか総合病院

補充研修(基幹・連携施設)

基幹病院 水戸医療センター

地域(特別連携施設) 地域(連携施設)

消化器(基幹施設または大学病院を含む連携施設)

３年次

２年次


